
(57)【要約】

【課題】形成した石積み護岸に自然環境の改善効果を期

待できるようにする。

【解決手段】天然石材で構成された石材本体Ｓの表面に

、加工によって複数の凹部３が形成してある。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 天 然 石 材 で 構 成 さ れ た 石 材 本 体 の 表 面 に 、 加 工 に よ っ て 複 数 の 凹 部 が 形 成 し て あ る 石 積
み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 凹 部 は 、 丸 穴 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凹 部 は 、 溝 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 凹 部 は 、 前 記 石 材 本 体 の 上 面 に 形 成 し て あ る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 石
積 み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 天 然 石 材 で 構 成 さ れ た 石 材 本 体 の 表 面 に 、 加 工 に よ っ て 複 数 の 凸 部 が 形 成 し て あ る 石 積
み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 凸 部 は 、 前 記 石 材 本 体 と は 別 に 形 成 さ れ た 凸 部 材 を 、 前 記 石 材 本 体 に 一 体 的 に 取 り
付 け て 構 成 し て あ る 請 求 項 ５ に 記 載 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 凸 部 は 、 前 記 石 材 本 体 の 上 面 に 形 成 し て あ る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 石 積 み 護 岸 用
石 材 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 多 数 の 天 然 石 材 を 積 み 上 げ て 護 岸 を 形 成 す る の に 使 用 す る 石 積 み 護 岸 用 石 材
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 と し て は 、 採 取 さ れ た ま ま の 姿 で 提 供 さ れ て お り 、 そ
の 表 面 は 、 自 然 の ま ま の 扁 平 な も の で あ っ た 。
　 尚 、 こ の 様 な 従 来 技 術 に 関 し て は 、 当 業 者 の 間 で 広 く 知 ら れ て い る も の で あ る が 、 該 当
す る 石 積 み 護 岸 用 石 材 に 関 し て 詳 し く 言 及 し た 特 許 文 献 な ど は 見 あ た ら な い の で 、 先 行 技
術 文 献 は 示 し て い な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た 従 来 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 に よ れ ば 、 積 層 さ せ て 形 成 し た 石 積 み 護 岸 は 、 天 然 素
材 の 石 材 で あ る か ら 、 接 触 す る 水 に 対 す る 汚 染 の 心 配 が 無 く 、 自 然 に 優 し い も の で あ る が
、 そ の 特 徴 を こ え て 、 更 に 水 域 の 自 然 環 境 の 改 善 を 図 る 作 用 は 期 待 で き る も の で は な か っ
た 。 自 然 環 境 の 改 善 と は 、 例 え ば 、 海 藻 類 が 生 育 し 易 く な っ た り 、 そ の 海 草 類 の 生 育 に 伴
っ て 魚 が 住 み 易 く な っ た り 、 水 生 生 物 の 生 活 環 境 の 向 上 を 図 る こ と で 水 質 を 含 む 自 然 環 境
全 体 が 改 善 さ れ る こ と を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 形 成 し た 石 積 み 護 岸 に 自 然 環 境 の 改 善 効 果 が 期 待 で き る よ う
に な る 石 積 み 護 岸 用 石 材 を 提 供 す る と こ ろ に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 構 成 は 、 天 然 石 材 で 構 成 さ れ た 石 材 本 体 の 表 面 に 、 加 工 に よ っ て 複
数 の 凹 部 が 形 成 し て あ る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 石 材 本 体 の 表 面 に 水 流 が 当 た っ た 場 合 、 石 材 本 体 の
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表 面 に 加 工 さ れ た 複 数 の 凹 部 に よ っ て 、 凹 部 の 内 空 部 や 周 部 に 渦 流 が 生 じ 易 く 、 そ の 渦 流
に の っ て 、 例 え ば 、 水 中 に 含 ま れ た 海 藻 の 遊 走 子 等 の 胞 子 が 前 記 石 材 本 体 の 表 面 に 着 床 し
易 く な る 。
　 従 っ て 、 従 来 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 に 比 べ て 、 海 藻 等 が 着 床 し て 生 育 し 易 い 。 そ し て 、 海
藻 等 が 生 育 す る と 、 そ れ に 付 随 し て 各 種 水 生 生 物 も 生 育 す る よ う に な り 、 魚 介 類 も 住 み つ
き 易 く な る こ と か ら 、 水 中 で の 好 ま し い 生 態 系 が 速 や か に 構 成 さ れ 易 く 、 自 然 環 境 の 改 善
を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 構 成 は 、 前 記 凹 部 は 、 丸 穴 で あ る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 構 成 に よ る 上 述 の 作 用 効 果 を 叶
え る こ と が で き る の に 加 え て 、 凹 部 を 丸 穴 で 構 成 し て あ る 場 合 、 水 流 に 対 す る 方 向 性 を も
た な い 円 形 が 備 え た 形 状 特 性 を 生 か す こ と が で き 、 石 材 本 体 に 対 す る 水 流 の 方 向 が 変 化 し
て も 、 渦 流 の 発 生 し 易 さ は 変 動 し に く く な り 、 前 記 胞 子 の 着 床 を よ り 効 率 よ く 叶 え る こ と
が 可 能 と な る 。
　 更 に は 、 凹 部 の 加 工 の 際 、 例 え ば 、 回 転 穿 孔 機 や 衝 撃 式 穿 孔 機 等 の 汎 用 機 器 を 使 用 し て
簡 単 に 凹 部 形 成 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 加 工 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 構 成 は 、 前 記 凹 部 は 、 溝 で あ る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 構 成 に よ る 上 述 の 作 用 効 果 を 叶
え る こ と が で き る の に 加 え て 、 溝 の 底 や 周 壁 を 凹 部 の 表 面 積 の 全 て と す る こ と が で き 、 水
流 と の 接 触 面 積 の 拡 大 に よ っ て 胞 子 の 着 床 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
　 更 に は 、 凹 部 の 加 工 の 際 、 例 え ば 、 回 転 穿 孔 機 や 衝 撃 式 穿 孔 機 等 の 汎 用 機 器 を 使 用 し て
簡 単 に 凹 部 形 成 を 行 う こ と が 可 能 と な り 、 加 工 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 構 成 は 、 前 記 凹 部 は 、 前 記 石 材 本 体 の 上 面 に 形 成 し て あ る と こ ろ に
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 １ ～ ３ の 何 れ か の 特 徴 構 成 に よ る 上 述 の
作 用 効 果 を 叶 え る こ と が で き る の に 加 え て 、 石 材 本 体 が 水 没 状 態 と な っ て も 、 積 み 上 げ 状
態 で は 太 陽 光 が 水 を 通 し て 上 面 に 当 た り 易 く 、 前 記 凹 部 に 着 床 し た 水 生 植 物 が そ の 太 陽 光
を 浴 び る こ と に よ っ て 成 育 の 促 進 （ 例 え ば 光 合 成 ） が 図 ら れ 、 よ り 効 率 よ く 水 中 で の 好 ま
し い 生 態 系 の 構 築 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 構 成 は 、 天 然 石 材 で 構 成 さ れ た 石 材 本 体 の 表 面 に 、 加 工 に よ っ て 複
数 の 凸 部 が 形 成 し て あ る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 石 材 本 体 の 表 面 に 水 流 が 当 た っ た 場 合 、 石 材 本 体 の
表 面 に 加 工 さ れ た 複 数 の 凸 部 に よ っ て 、 凸 部 の 周 部 に 渦 流 が 生 じ 易 く 、 そ の 渦 流 に の っ て
、 例 え ば 、 水 中 に 含 ま れ た 海 藻 の 遊 走 子 等 の 胞 子 が 前 記 凸 部 表 面 、 又 は そ の 近 傍 の 表 面 に
着 床 し 易 く な る 。
　 従 っ て 、 従 来 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 に 比 べ て 、 海 藻 等 が 着 床 し て 生 育 し 易 い 。 そ し て 、 海
藻 等 が 生 育 す る と 、 そ れ に 付 随 し て 各 種 水 生 生 物 も 生 育 す る よ う に な り 、 魚 介 類 も 住 み つ
き 易 く な る こ と か ら 、 水 中 で の 好 ま し い 生 態 系 が 速 や か に 構 成 さ れ 易 く 、 自 然 環 境 の 改 善
を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 特 徴 構 成 は 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 石 材 本 体 と は 別 に 形 成 さ れ た 凸 部 材 を 、
前 記 石 材 本 体 に 一 体 的 に 取 り 付 け て 構 成 し て あ る と こ ろ に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 本 発 明 の 第 ６ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 構 成 に よ る 上 述 の 作 用 効 果 を 叶
え る こ と が で き る の に 加 え て 、 石 材 本 体 を 削 り だ し て 凸 部 を 形 成 す る の に 比 べ て 、 極 め て
効 率 よ く 凸 部 を 設 け る こ と が 可 能 と な る 。
　 即 ち 、 前 記 凸 部 材 と し て は 、 石 材 本 体 と は 別 に 形 成 さ れ た 石 体 や コ ン ク リ ー ト 体 や 合 成
樹 脂 体 等 の 塊 を 用 い て 、 そ の 凸 部 材 を 前 記 石 材 本 体 の 表 面 に 接 着 し た り 、 石 材 本 体 の 表 面
に 嵌 合 孔 を 設 け て お い て そ の 嵌 合 孔 に 前 記 塊 の 基 端 部 を 嵌 合 さ せ る 等 の 手 法 で 簡 単 に 一 体
化 す る こ と が 可 能 と な る 。 更 に は 、 前 記 凸 部 材 を 紐 状 体 や 網 状 体 で 構 成 し て 、 そ の 紐 状 体
（ 又 は 網 状 体 ） を 前 記 石 材 本 体 の 周 り に 巻 き 付 け て 一 体 化 す る 方 法 で も 簡 単 に 取 り 付 け る
こ と が で き 、 何 れ の 方 法 を 採 る に し て も 、 極 め て 効 率 よ く 前 記 石 材 本 体 に 凸 部 を 形 成 す る
こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 前 記 凸 部 材 を 石 材 本 体 と 別 体 に 形 成 す る か ら 、 両 者 を 同 一 材 料 で 形 成 す る こ と に
限 ら ず 、 例 え ば 、 凸 部 材 を 海 藻 等 が 着 床 し 易 い よ う に 多 孔 質 材 で 構 成 し た り 、 着 床 し た 海
藻 等 が 生 育 し 易 い よ う に 栄 養 素 を 混 ぜ た 材 料 で 構 成 す る こ と が 可 能 と な り 、 よ り 水 生 生 物
の 生 育 を 促 進 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 特 徴 構 成 は 、 前 記 凸 部 は 、 前 記 石 材 本 体 の 上 面 に 形 成 し て あ る と こ ろ に
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 特 徴 構 成 に よ れ ば 、 本 発 明 の 第 ５ 又 は ６ の 特 徴 構 成 に よ る 上 述 の 作 用 効
果 を 叶 え る こ と が で き る の に 加 え て 、 石 材 本 体 が 水 没 状 態 と な っ て も 、 積 み 上 げ 状 態 で は
太 陽 光 が 水 を 通 し て 上 面 に 当 た り 易 く 、 前 記 凸 部 や そ の 近 傍 に 着 床 し た 水 生 植 物 が そ の 太
陽 光 を 浴 び る こ と に よ っ て 成 育 の 促 進 （ 例 え ば 光 合 成 ） が 図 ら れ 、 よ り 効 率 よ く 水 中 で の
好 ま し い 生 態 系 の 構 築 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 図 １ は 、 本 発 明 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 １ の 一 実 施 形 態 で あ る 石 材 １ Ａ を 積 層 し て 石 積 み 護
岸 ２ を 構 成 し て あ る 状 況 を 示 し て い る 。
　 石 積 み 護 岸 ２ は 、 前 記 石 材 １ Ａ の 複 数 を 、 表 面 が 法 面 と な る よ う に 積 層 し て 構 成 さ れ 、
法 面 は 海 水 に 浸 か り 、 各 石 材 １ Ａ の 表 面 、 及 び 、 各 石 材 間 の 空 間 に は 、 海 藻 や 魚 等 が 往 き
来 し た り 生 活 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 石 材 １ Ａ に つ い て 説 明 す る 。
　 前 記 石 材 １ Ａ は 、 例 え ば 、 花 崗 岩 等 の 天 然 石 材 で 構 成 し て あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 石
材 本 体 Ｓ の 表 面 に 、 加 工 に よ っ て 複 数 の 凹 部 ３ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 凹 部 ３ は 、 例 え ば 、 回 転 穿 孔 機 等 で 形 成 し た 丸 穴 ３ Ａ で あ り 、 石 材 本 体 Ｓ の 上 面 に
形 成 し て あ る 。
　 寸 法 は 、 例 え ば 、 直 径 が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ で 、 深 さ が ５ ｃ ｍ 程 度 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 配 列 は 、 図 に 示 す よ う な 正 方 形 配 列 や 、 三 角 形 配 列 等 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 石 材 に よ れ ば 、 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 水 流 が 当 た っ た 場 合 、 石 材 本 体 Ｓ の 表
面 に 加 工 さ れ た 複 数 の 凹 部 ３ の 内 空 部 や 周 部 に 渦 流 が 生 じ 易 く 、 そ の 渦 流 に の っ て 、 例 え
ば 、 水 中 に 含 ま れ た 海 藻 の 遊 走 子 等 の 胞 子 が 前 記 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 着 床 し 易 く 、 特 に 、
図 に 示 す よ う に 、 穴 ３ Ａ 周 囲 の 稜 角 部 分 付 近 に 着 床 し 易 い 。
　 そ し て 、 石 材 の 上 面 に は 太 陽 光 が 当 た る か ら 、 着 床 し た 海 藻 等 が 生 育 し 易 く 、 そ れ に 付
随 し て 各 種 水 生 生 物 も 生 育 す る よ う に な り 、 魚 介 類 も 住 み つ き 易 く な る こ と か ら 、 水 中 で
の 好 ま し い 生 態 系 が 速 や か に 構 成 さ れ 易 く 、 自 然 環 境 の 改 善 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
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　 ま た 、 凹 部 形 成 の 手 間 が 掛 か ら ず 、 効 率 よ く 凹 部 形 成 作 業 を 実 施 で き る か ら 、 加 工 コ ス
ト の 低 減 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 　 〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 １ の 二 つ 目 の 実 施 形 態 で あ る 石 材 １ Ｂ を 示 し て い る
。
　 尚 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 と 重 複 す る 構 成 の 説 明 は 割 愛 し 、 異 な る 構 成 を 主 と し て 以
後 の 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に は 、 加 工 に よ っ て 複 数 の 凹 部 ３ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 凹 部 ３ は 、 例 え ば 、 回 転 穿 孔 機 等 で 形 成 し た 丸 穴 を 隣 接 す る も の 同 士 が 重 な る よ う
に 連 ね て 設 け た 溝 ３ Ｂ で 構 成 し て あ り 、 石 材 本 体 Ｓ の 上 面 に 形 成 し て あ る 。
　 寸 法 は 、 例 え ば 、 溝 幅 が ５ ～ １ ０ ｃ ｍ で 、 深 さ が ５ ｃ ｍ 程 度 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 溝 配 列 は 、 図 に 示 す よ う な 並 行 配 列 に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 交 差 配 列 に 設
け て あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 石 材 に よ れ ば 、 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 水 流 が 当 た っ た 場 合 、 石 材 本 体 Ｓ の 表
面 に 加 工 さ れ た 複 数 の 凹 部 ３ の 内 空 部 や 周 部 に 渦 流 が 生 じ 易 く 、 そ の 渦 流 に の っ て 、 例 え
ば 、 水 中 に 含 ま れ た 海 藻 の 遊 走 子 等 の 胞 子 が 前 記 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 着 床 し 易 く 、 特 に 、
図 に 示 す よ う に 、 溝 ３ Ｂ 周 囲 の 稜 角 部 分 付 近 に 着 床 し 易 い 。
　 そ し て 、 石 材 の 上 面 に は 太 陽 光 が 当 た る か ら 、 着 床 し た 海 藻 等 が 生 育 し 易 く 、 そ れ に 付
随 し て 各 種 水 生 生 物 も 生 育 す る よ う に な り 、 魚 介 類 も 住 み つ き 易 く な る こ と か ら 、 水 中 で
の 好 ま し い 生 態 系 が 速 や か に 構 成 さ れ 易 く 、 自 然 環 境 の 改 善 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 凹 部 形 成 の 手 間 が 掛 か ら ず 、 効 率 よ く 凹 部 形 成 作 業 を 実 施 で き る か ら 、 加 工 コ ス
ト の 低 減 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 〔 第 ３ 実 施 形 態 〕
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 石 積 み 護 岸 用 石 材 １ の 三 つ 目 の 実 施 形 態 で あ る 石 材 １ Ｃ を 示 し て い る
。
　 尚 、 上 述 の 各 実 施 形 態 の 場 合 と 重 複 す る 構 成 の 説 明 は 割 愛 し 、 異 な る 構 成 を 主 と し て 以
後 の 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に は 、 加 工 に よ っ て 複 数 の 凸 部 ４ が 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 凸 部 ４ は 、 前 記 石 材 本 体 Ｓ と は 別 に 形 成 さ れ た 凸 部 材 Ｔ を 、 前 記 石 材 本 体 Ｓ に 一 体
的 に 取 り 付 け て 構 成 し て あ る 。
　 具 体 的 に は 、 前 記 凸 部 材 Ｔ を 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 接 着 し て 固 定 し た り 、 若 し く は 、 図 ４
に 示 す よ う に 、 予 め 、 石 材 本 体 Ｓ に 、 回 転 穿 孔 機 等 で 嵌 合 用 穴 ５ を 形 成 し て お き 、 そ の 穴
５ 内 に 、 前 記 凸 部 材 Ｔ の 基 端 部 を 嵌 合 さ せ る こ と で 双 方 の 一 体 化 を 図 る も の で あ っ て も よ
い 。
　 前 記 凸 部 ４ は 、 石 材 本 体 Ｓ の 上 面 に 形 成 し て あ り 、 突 出 部 分 の 寸 法 は 、 例 え ば 、 外 径 が
５ ～ １ ０ ｃ ｍ で 、 突 出 長 さ が ５ ｃ ｍ 程 度 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 石 材 に よ れ ば 、 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 水 流 が 当 た っ た 場 合 、 石 材 本 体 Ｓ の 表
面 に 加 工 さ れ た 複 数 の 凸 部 ４ の 周 部 に 渦 流 が 生 じ 易 く 、 そ の 渦 流 に の っ て 、 例 え ば 、 水 中
に 含 ま れ た 海 藻 の 遊 走 子 等 の 胞 子 が 前 記 石 材 本 体 Ｓ の 表 面 に 着 床 し 易 く 、 特 に 、 図 に 示 す
よ う に 、 凸 部 ４ 周 囲 の 稜 角 部 分 付 近 に 着 床 し 易 い 。
　 そ し て 、 石 材 の 上 面 に は 太 陽 光 が 当 た る か ら 、 着 床 し た 海 藻 等 が 生 育 し 易 く 、 そ れ に 付
随 し て 各 種 水 生 生 物 も 生 育 す る よ う に な り 、 魚 介 類 も 住 み つ き 易 く な る こ と か ら 、 水 中 で
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の 好 ま し い 生 態 系 が 速 や か に 構 成 さ れ 易 く 、 自 然 環 境 の 改 善 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
　 ま た 、 凸 部 形 成 の 手 間 が 掛 か ら ず 、 効 率 よ く 凸 部 形 成 作 業 を 実 施 で き る か ら 、 加 工 コ ス
ト の 低 減 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 〔 別 実 施 形 態 〕
　 以 下 に 他 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
〈 １ 〉 　 当 該 石 積 み 護 岸 用 石 材 は 、 先 の 実 施 形 態 で 説 明 し た 海 域 の 石 積 み 護 岸 に 用 い ら れ
る こ と に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 湖 沼 や 川 に お け る 石 積 み 護 岸 に も 用 い る こ と が で き
る 。 ま た 、 石 材 の 材 質 は 、 先 の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の 以 外 に も 、 通 常 用 い ら れ る も の で
あ れ ば 広 く 適 用 さ せ る こ と が で き る 。
〈 ２ 〉 　 前 記 凹 部 ３ は 、 先 の 実 施 形 態 で 説 明 し た 丸 穴 ３ Ａ や 溝 ３ Ｂ に 限 る も の で は な く 、
例 え ば 、 角 穴 や 多 角 形 穴 等 で あ っ て も よ く 、 そ れ ら を 含 め て 凹 部 と 総 称 す る 。
〈 ３ 〉 　 前 記 凸 部 ４ は 、 先 の 実 施 形 態 で 説 明 し た 凸 部 材 Ｔ で 構 成 し て あ る も の に 限 る も の
で は な く 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 紐 状 体 や 網 体 等 の 外 装 体 ６ を 、 石 材 本 体 Ｓ の 外 周
に 巻 き 付 け て 一 体 化 し た も の で あ っ て も よ く 、 そ れ ら を 含 め て 凸 部 ４ と 総 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 尚 、 上 述 の よ う に 、 図 面 と の 対 照 を 便 利 に す る た め に 符 号 を 記 し た が 、 該 記 入 に よ り 本
発 明 は 添 付 図 面 の 構 成 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲
に お い て 、 種 々 な る 態 様 で 実 施 し 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 石 積 み 護 岸 を 示 す 模 式 図
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 の 石 材 を 示 す 説 明 図 （ 斜 視 図 、 上 面 図 ）
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 石 材 を 示 す 説 明 図 （ 斜 視 図 、 上 面 図 ）
【 図 ４ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 石 材 を 示 す 斜 視 図
【 図 ５ 】 別 実 施 形 態 の 石 材 を 示 す 斜 視 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ３ 　 　 　 凹 部
　 ３ Ａ 　 　 丸 穴
　 ３ Ｂ 　 　 溝
　 ４ 　 　 　 凸 部
　 Ｓ 　 　 　 石 材 本 体
　 Ｔ 　 　 　 凸 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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